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協
働
で
ひ
ら
く
、

▲協働キャラクター
　　　「とめ丸」

　
今
月
号
で
は
、
登
米
町
と
迫
町
、
東
和
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
を
元
気
に
し
、
住
み
良
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
く
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」。
紹

介
し
た
以
外
に
も
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
活
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
素
晴
ら
し
い
「
登
米
市
」
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災
と
犯
罪
を
予
防
し
よ
う
と
、
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
は
反
射
タ
ス
キ
を
か
け
、

ラ
イ
ト
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
な

が
ら
地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
地

域
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
観
光
案
内
人
倶
楽
部
】

　「
み
や
ぎ
の
明
治
村
・
と
よ
ま
」

観
光
案
内
人
倶
楽
部
で
は
、
登
米

町
を
訪
れ
た
観
光
客
に
観
光
の
ガ

イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　
登
米
町
に
は
年
間
約
　
万
人
も

４０

の
観
光
客
が
訪
れ
、
観
光
ガ
イ
ド

を
す
る
回
数
は
多
い
と
き
で
年
間

5
0
0
回
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

　
観
光
客
に
登
米
町
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
、
施
設
な
ど
の
案
内
を

通
じ
、
地
域
の
持
つ
魅
力
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
来
て
よ

か
っ
た
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た

い
」
と
感
じ
て
も
ら
い
、
一
人
で

も
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
案
内
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
研
修
会
も
行
っ

て
お
り
、
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
後
舟
橋
町
内
会
】

　
後
舟
橋
町
内
会
で
は
夜
間
の
火

【
駅
前
町
内
会
】

　
駅
前
町
内
会
で
は
、
高
齢
者
世

帯
が
多
く
、
行
事
な
ど
へ
の
参
加

者
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
住
民
同
士
の
交
流
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
地
区
内
の

清
掃
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
に
は
毎
回
多
く
の
住
民
が
参

加
し
、
共
同
作
業
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い

ま
す
。

協力して花壇の清掃をする駅前町内会の皆さん

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

連
載
 最
終
回

　
森
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
地
域
が
抱
え
る
問
題
を

整
理
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
目

標
や
改
善
方
法
な
ど
に
つ
い
て
住

民
が
話
し
合
う
「
森
地
区
協
働
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
今
後
も
検
討
会

を
重
ね
、
地
区
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
を
ま
と
め
た
「
森
地
区
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

【
新
小
路
町
内
会
】

　
新
小
路
町
内
会
で
は
、
解
体
さ

れ
た
市
営
住
宅
跡
地
を
地
区
住
民

が
集
う
ミ
ニ
公
園
に
し
よ
う
と
、

住
民
が
協
力
し
て
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
公
園
の
整
備
作
業
は
、
跡

地
の
除
草
か
ら
整
地
、
芝
草
の
植

栽
、
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
設
置
な

ど
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
地
域
住
民

の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
公
園
は
、
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
一
時
避
難
所
と
し
て
も
活

用
で
き
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
吉
田
水
利
組
合
】

　
吉
田
水
利
組
合
で
は
、
地
区
内

の
農
地
に
農
機
具
や
苗
箱
な
ど
の

洗
浄
が
で
き
る
多
目
的
共
同
洗
い

森地区の課題や今後の方向性についての検討会

　
迫
町
森
地
区
協
働
ま
ち
づ
く
り

　
委
員
会
設
置
事
業

 女
性
企
業
家
講
演
会

　
登
米
町
各
地
域
の

　
協
働
へ
の
取
り
組
み

　
東
和
町
各
地
域
の

　
協
働
へ
の
取
り
組
み

場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
に
は
、
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
後
継
者
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
多
目
的
共
同
洗

い
場
に
は
水
車
を
設
置
す
る
な
ど
、

豊
か
な
農
業
環
境
の
P
R
と
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
施

設
作
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
で
の
地
域
づ
く

り
実
現
の
た
め
、
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
よ
う
と
　
月
　
日
、

１０

３１

㈱
ユ
ー
企
画
の
大
塚
真
実
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
と
の
共
催
で
、
登
米
市
女
性

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
江
戸

時
代
の
人
間
関
係
を
円
満
に
す
る

知
恵
（
江
戸
し
ぐ
さ
）
に
つ
い
て

の
講
話
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え

方
の
重
要
性
や
、
話
に
よ
っ
て
自

分
の
考
え
を
人
に
伝
え
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

言葉や立ち居振る舞いの重要性を語る大塚さん
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東
京
農
業
大
学
醸
造
科
学
科
卒
業
後
、

昭
和
　
年
に
ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
㈱
に
入
社
。

４６

入
社
後
は
開
発
や
営
業
な
ど
各
分
野
を

担
当
し
、　

年
間
商
品
の
品
質
向
上
、
需

３７

要
拡
大
に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。平
成

　
年
に
は
「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
厚
生

１８労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 黄
綬
褒
章

　

小
野
寺
　
 裕
 さ
ん
（
東
和
町
・
　
歳
）

ゆ
う

５９

　
農
業
や
行
政
区
長
を
し
な
が
ら
も
、
昭

和
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
　
年
間
、

５５

１９

２７

民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
社
会
福

祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。現
在
も

月
１
～
２
回
、
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
齢
者
の
安
否
確
認

な
ど
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 藍
綬
褒
章

　

千
葉
　
 輝
  男
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

て
る
 
お

７９

重ねた努力と永年
の功績が認められ

２００８年秋の叙勲・褒章で、市内から秋山次男さん（豊里町東二ッ屋）、千葉貞さん（中田町柴六）、鈴

木米治さん（迫町平柳）、小野寺勇紀さん（東和町米川第３区）、小野寺裕さん（東和町米川第９区）、

千葉輝男さん（中田町並柳）が受章しました。

秋の
叙勲・褒章

　
昭
和
　
年
3
月
か
ら
平
成
　
年
1
月

５１

12

ま
で
の
　
年
間
、
豊
里
町
選
挙
管
理
委
員

23

会
委
員
と
し
て
在
職
し
、
特
に
昭
和
　
年
63

３
月
か
ら
は
同
委
員
会
委
員
長
と
し
て
委

員
会
の
適
切
な
運
営
に
尽
力
し
、
自
ら
開

票
管
理
者
、
選
挙
長
と
な
り
選
挙
の
適
切

な
執
行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 旭
日
単
光
章

　

秋
山
　
 次
  男
 さ
ん
（
豊
里
町
・
　
歳
）

つ
ぎ
 

お

85

　
昭
和
　
年
、
中
田
町
消
防
団
に
入
団
、

３６

以
来
　
年
の
消
防
歴
。平
成
３
年
に
中
田

３８

町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
６
年
か
ら
副
団

長
と
し
て
火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
啓
発

と
地
域
防
災
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。平

成
７
年
３
月
に
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤

続
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
単
光
章

　

千
葉
　
 貞
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

た
だ
し

７７

　
昭
和
　
年
、
迫
町
消
防
団
に
入
団
、
以

２０

来
　
年
の
消
防
歴
。昭
和
　
年
か
ら
登
米

３９

４７

地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課
長
と
し
て
、

防
災
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
　５８

年
か
ら
退
職
ま
で
消
防
本
部
長
を
歴
任
。

昭
和
　
年
３
月
に
消
防
庁
長
官
よ
り
永

５５

年
勤
続
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
双
光
章

　

鈴
木
　
 米
  治
 さ
ん
（
迫
町
・
　
歳
）

よ
ね
 
じ

8２

　
昭
和
　
年
、
東
和
町
消
防
団
に
入
団
、

４０

以
来
　
年
の
消
防
歴
。　
年
か
ら
登
米
地

３７

４９

区
消
防
事
務
組
合
消
防
吏
員
と
し
て
、
地

域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。平
成
３
年

　
月
に
永
年
勤
続
知
事
褒
章
、
平
成
　
年

１１

１２

３
月
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
単
光
章

　

小
野
寺
 勇
  紀
 さ
ん
（
東
和
町
・
　
歳
）

ゆ
う
 
き

６７


